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『神戸新聞』(2022 年 4 月 19 日）

ウクライナのロシア語圏の地図

「ロシア悪玉論では出口はない」、日本など３カ国による仲裁を提案

 第二次世界大戦後，私たちの先輩は不戦の誓いをたてた。諸外国にない人類の宝，憲法 9 条を

所有している。 

ロシア悪玉論では出口はない。今，必要なことはロシアとウクライナの交渉に仲介者の登場であろう。

国連憲章は死文化している。国連はコンゴ，シリア，パレスチナでも無力であるから期待できない。

今回は，中国と一緒に話をする必要がある。なぜならウクライナとロシアの戦争の次は米中戦争（中

台戦争）とさえいわれているからである。中国をこの戦争をやめさせる仲介に加える。そしてインド

である。3 ヵ国，日本，中国，インドが仲裁に入ることを提案したい。中国とインドは国連総会での

ロシア非難決議を棄権した。ロシアが聞く耳を持つ可能性が高い。ウクライナにとり，日本がウクライナ

難民受け入れをしており，日本の交渉に委ねる可能性がある。これまでのように日本は傍観者アウト

サイダーでいいわけがない。憲法 9 条があるゆえに，世界平和のために日本が中国，インドに呼

びかける立場があろう。平和のために，仲裁国に日本が立ち上がるよう提案することを決議する。
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「ウクライナ和平宣言文」共同コミュニケ 

2022 年 4 月 25 日 

ペレストロイカによって，冷戦終結を世界は喜んだ。神戸国際支縁機構は，2016 年にベトナムに

学生たちと訪問。ベトナム戦争(1955 年 11 月 1 日–1975 年 4 月 30 日)時の米軍の枯れ葉作戦

の後遺症で苦しむハンディキャップの子どもたちを各地で見た。しかし，ベトナム戦争で米国は

負けたにもかかわらずベトナムに賠償をしていない。2001 年，神戸国際支縁機構が立ち上がったの

は，米国のアフガニスタンへの空爆，地雷敷設，アル・カイーダ掃討作戦の戦禍で人が住めない地

となったからであった。2020年，中村 哲[てつ 1946-2019] の犠牲があった。2021年，アメリカは撤

退し，タリバン政権ができた。大量破壊兵器があるというウソの理由で米国はイラクに攻撃して，イラ

ク共和国の大統領サダム・フセイン[1937-2006]を殺害したが，現在も治安は回復していない。 

 一方，冷戦構造の雄ロシア(ソ連)も，1989 年，アフガニスタンから撤退。1994 年からのチェチェン

戦争では泥沼化した。 

戦争に大義はない。チェチェン軍はウクライナを今回砲撃している情報もある。 

 岩村は 50 年前に，マニラの国際会議でアメリカ，ウクライナなどの青年たちと夜を徹して平和に

ついて話し合った。その時は，冷戦中だったせいもあり，米国，ウクライナは反共産主義者色が強く，

和解への意見がかき消された苦い経験があった。宗教を認めない共産圏があるなら，戦争で叩き

潰すしかないという。とりわけキリスト教を奉じる西側諸国の二元論の姿勢にも挫折した。帰国後，

聖書から宗教の門を叩いた。９・11 テロ後の米国の姿勢に再び，失望した。 

 戦乱に明け暮れた歴史が，889 年以降，ロシア，ウクライナにあった。平和を求めるなら，平和な

関係が必須であろう。官僚国家のソ連に幕が降りた。地下資源があるとはいえ，常に西側諸国の

後塵を拝してきたロシアは，経済面，消費文明，個々の繁栄について被害者意識が強い。自分

たちの領土がコマーシャリズムに呑み込まれてしまう強迫観念がある。 

 日本のメディア，とりわけテレビ放映は，防衛庁の専門家や大学の軍事専門家の解説一色の観

がある。ウクライナ頑張れ，ロシア軍を押し戻せ，プーチンは悪玉と繰り返している。戦っているのは

米軍ではなく，ウクライナだが，世界戦争と言える。 

今，日本人は冷静に考えるべきである。 

 米国はウクライナがＮＡＴＯの一員になることを強く勧めた。ロシアが“それは受け入れられない”と

はっきりいったが，米国はウクライナをロシア国境の西の防波堤にしようと懸命に働きかけた。いわば，

米国は棒で熊の目を突いたのだ。当然のことながら，そんなことをすれば熊は反撃に出る。 
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「ヒューマニティ・ファスト」
日本アハマディア・ムスリム協会

法律相談初回無料。
お気軽にご相談下さい。

〒650-0016 神戸市中央区橘通1-2-14

TEL 078-351-1325  FAX 078-351-1270

 みや なが たか し

弁護士 宮永堯史
 まつ だ やす お

弁護士 松田康生

シャローム綜合法律事務所
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ン
テ
ィ
ア
を
追
い
返

す
の
で
す
。と
ぼ
と
ぼ
帰
途
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石
巻
、丹
波
、熊
本
の
現
場

で
お
出
合
い
し
ま
し
た
４

。そ
ん
な
志
が
あ
る
方
と
、
ご

一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
、後
期
高
齢

者
、備
え
を
所

有
し
て
い
な

く
て
も
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
、

現
場
で
は
大

い
に
貢
献
な

さ
い
ま
す
。土

砂
の
下
敷
き

に
な
り
骨
折
、

打
撲
、心
に
痛

み
の
あ
る
人

に
は
、ハン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
感
情
移
入
を
な
さ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
の
で
す
。有
能
な
人
よ
り
、は
る
か
に
功
を

奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
役
所
の
机
の
上
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。エ
リ
ー
ト
、効
率
、能
率
の
視
点
で
は
、ど
ん

底
の
被
災
者
の
気
持
ち
な
ど
咀そ

嚼し
ゃ
くで
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
の
対
応
は
、筋
書
通
り
に
解
決
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
。

新
米
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
、
避
難
所
の
窓
口
に
い
る

役
所
の
人
に
、
犠
牲
者
数
、
行
方
不
明
者
数
な
ど
、
質

問
し
ま
す
。現
場
に
足
を
運
ば
ず
、
窓
口
の
行
政
の
説

明
を
聞
い
て
、被
災
状
況
を
把
握
し
た
よ
う
に
勘
違
い

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
、
被

災
者
の
体
験
を
添
え
て
、記
事
の
体
裁
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。つ
ま
り
、
住
民
を
見
す
て
る
行
政
の
仕
打
ち
を

見
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。現
象
だ
け
で
、
物

事
の
真
実
を
洞
察
す
る
力
の
な
い
画
一
的
な
記
事
に
な

り
ま
す
。全
国
新
聞
に
し
て
も
活
字
離
れ
の
時
代
、交

通
費
、宿
泊
費
、取
材
実
費
も
削
ら
れ
、遠
隔
地
か
ら

の
即
席
の
記
事
に
終
始
し
ま
す
。共
同
通
信
に
右
へ
な

ら
え
の
見
出
し
、編
集
、画
像
で
す
。２
０
１
７
年
3
月

11
日
、東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
、視
聴
率
が
低
け

れ
ば
、も
は
や
テ
レ
ビ
局
も
復
旧
、復
興
、再
建
が
遅
々

と
し
て
い
る
被
災
地
報
道
番
組
に
つ
い
て
取
り
消
し
ま

す
。旬
が
過
ぎ
れ
ば
だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る

と
い
う
理
由
で
報
道
し
な
い
責
任
を
問
わ
な
い
の
は
悲

劇
の
序
章
で
す
。

ｃ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
役
所
の
棲す

み
分
け

通
例
、役
所
の
人
た
ち
は
、食
材
、電
気
系
統
、上
下

水
道
な
ど
の
復
旧
に
は
適
役
で
す
。一方
、避
難
所
、在

宅
被
災
者
、
現
場
で
、
被
災
者
と
直
接
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
は
る
か
に
ま

さ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、被
災
地
で
は
、活
動
の
棲

み
分
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
被
災
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
士
、
医

療
者
が
接
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。ボ
ラ
セ
ン
な
ど
役
所

は
、地
域
の
連
絡
、情
報
の
伝
達
、分
配
に
専
念
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
補
佐
す
る
よ
う
な
構
図
に
シ
フ
ト
す
べ

き
で
す
。活
動
の
棲
み
分
け
に
よ
り
、
被
災
者
の
う
め

き
、悲
し
み
、怒
り
を
共
有
し
、有
機
的
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
、
鬼き

ぬ怒
川が

わ

水
害
の
際
、
日
光
市
の
役
所

の
方
た
ち
は
他
の
被
災
地
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
命
ず
る
構
図
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

５

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
被
災
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
地

図
や
、行
き
先
、必
要
人
数
を
一緒
に
相
談
し
、ど
う
す

べ
き
か
協
議
し
て一
番
い
い
方
法
を
委
ね
る
低
姿
勢
な

態
度
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。上
意
下
達
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
難
局
の
解
決
を
委
ね
る
空
気
が
あ
り

ま
し
た
。調
整
役
に
徹
底
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
迅
速
な
行
動
で
現
場
に
急
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。つ
ま
り
役
所
は
、
被
災
現
場
の
住
民
の

苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
、
何
が
必
要
か
心
得
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。「
オ
レ
た
ち
が
何
も
か
も
司

つ
か
さ
どる
」、「
仕

切
る
」、「
命
令
す
る
」、
と
い
う
空
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。心
あ
る
行
政
は
、
被
災
者
を
決
し
て
、「
忘
れ

ら
れ
た
」存
在
に
し
な
い
も
の
で
す
。安
心
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
作
業
終
了
後
、「
後
ろ
姿
で
に
っ
こ
り
」
の

感
謝
の
心
で
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
　
拙
稿『
支
縁
』№
11（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

2
　
同
№
10（
同 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

3
　
丹
波
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　http://kisokobe.sub.jp/article/6030/

4
　
第
2
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/25/

5
　
第
56
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/8066/

九州北部豪雨
会長　岩村 義雄

福岡県朝倉市杷
は き

木松
 ますえ

末正
まさのぶ

信　2017年7月7日

SHIEN No.39 2022 5/1 p.2

人によし、社会によし、未来によし。

〒 543-0033 大阪市天王寺区堂ヶ芝 2 丁目 10 番 2 号
TEL.06-6771-4861 FAX.06-6771-4882

『
真
平
家
物
語
』
五
家
荘
の
先
祖
（
第
３
回
）

熊
本
県
球
磨
郡
相
良
村
教
育
長
　
　
緒
方
　
俊
一
郎

　
五
家
荘
に
何
時
頃
か
ら
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
定

か
で
は
な
い
。
五
家
荘
の
南
隣
の
五
木
村
に
は
１
２
０
０
年
以

上
前
の
石
器
時
代
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
証
拠
が
あ
る
。

　
さ
て
、
有
史
時
代
に
な
っ
て
、
ま
ず
住
み
着
い
た
と
さ
れ
る

五
家
荘
の
先
住
者
菅
原
氏
に
敬
意
を
表
し
簡
単
に
説
明
す
る
。

　
菅
原
道
真
〔
承
和
一
二
年
六
月
二
五
日
（
西
暦
八
四
五
年
八

月
一
日
）
～
延
喜
三
年
二
月
二
五
日
（
西
暦
九
〇
三
年
三
月

二
六
日
）〕
は
平
安
時
代
の
貴
族
、
学
者
、
漢
詩
人
、
政
治
家
と

し
て
活
躍
し
た
。
道
真
は
参
議
の
菅
原
是
善
の
三
男
と
し
て
生

れ
、
官
位
は
従
二
位
・
右
大
臣
。
贈
正
一
位
・
太
政
大
臣
、
宇

多
天
皇
に
重
用
さ
れ
て
寛
平
の
治
を
支
え
た
一
人
で
、
醍
醐
天

皇
時
代
に
は
右
大
臣
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。
し
か
し
謀
反
を
企

て
た
と
し
て
（
昌
泰
の
変
）、
大
宰
府
へ
大だ

ざ
い
い
ん

宰
院
外が

い

帥そ
ち

と
し
て
左

遷
さ
れ
、
都
へ
帰
る
こ
と
な
く
死
去
し
た
。
死
後
怨
霊
と
化
し

た
と
考
え
ら
れ
、
都
に
数
々
の
異
変
が
起
っ
た
た
め
に
天
満
天

神
と
し
て
祀
ら
れ
、
そ
の
後
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
、
学
問
の

神
様
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
道
真
に
は
沢
山
の
子
供（
一
説
に
は
十
二
人
）が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
人
の
息
子
が
五
家

荘
に
隠
れ
住
ん
で
、
左
座
姓
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
兄
は
菅
宰
相
、
弟
は
菅
千
代
丸
と
い
う
。
二
人
は
道
真
の
奥

方
に
連
れ
ら
れ
て
京
よ
り
大
宰
府
に
や
っ
て
き
て
成
長
し
て
い

た
。
道
真
を
京
よ
り
追
放
し
た
藤
原
一
族
は
道
真
の
死
後
、
息

子
た
ち
の
仕
返
し
を
恐
れ
、
追
討
の
兵
を
差
し
向
け
た
。
そ
の

こ
と
を
伝
え
聞
い
た
菅
兄
弟
は
名
前
を
変
え
兄
は
左
座
太
郎
、

弟
は
菅
次
郎
と
名
乗
り
、
少
数
の
家
臣
を
連
れ
、
延
長
元
年

（
９
２
３
）
肥
後
の
国
高
瀬
、甲
佐
を
経
て
兄
は
八
代
郡
四
浦
（
現

在
の
泉
町
柿
迫
、
栗
木
、
下
嶽
、
河
俣
）
を
経
て
現
在
の
五
家

荘
仁
田
尾
に
住
み
着
い
た
。
一
方
弟
の
菅
次
郎
主
従
4
名
は
甲

佐
か
ら
矢
部
郷
に
到
り
、
3
年
間
暮
し
て
い
た
が
兄
の
誘
い
を

受
け
て
五
家
荘
樅
木
に
居
住
し
、
姓
も
左
座
と
改
め
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
こ
の
兄
弟
を
頼
っ
て
筑
前
（
大
宰
府
）
よ
り
家
臣

十
七
名
が
尋
ね
て
き
た
が
多
数
の
居
住
は
人
目
に
付
き
や
す
い

の
で
四
浦
と
砥
用
に
分
散
し
て
住
ま
わ
せ
、
追
討
者
か
ら
左
座

を
守
る
護
衛
の
役
目
を
し
た
。
現
在
の
矢
部
地
区
に
「
菅
」
と

い
う
地
名
が
あ
る
の
は
菅
次
郎
の
名
を
と
っ
て
名
付
け
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
る
。
樅
木
と
上
益
城
郡
と
の
交
流
は
ひ
そ
か
に
、

か
つ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。（
五
家
荘
で
は
食
料
や
特

に
塩
に
不
自
由
で
あ
っ
た
。）

　
こ
の
よ
う
に
し
て
五
家
荘
に
は
菅
原
道
真
の
息
子
た
ち
が
隠

棲
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

　
５
年
前
の
福
岡
県
朝
倉
市
松
末
（
ま
す
え 

２
０
１
７
年
７
月
５
日 

41
名
死
亡
、
不
明
１
名
）

の
原
因
は
上
流
の
砂
防

ダ
ム
決
壊
が
原
因
で
あ

る
。
無
残
な
決
壊
跡
が

あ
っ
て
も
、
悪
天
候
の

せ
い
に
な
っ
て
い
る
。

　
国
交
省
は
乙お
と

石い
し

川

下
流
の
立
ち
退
き
を

命
じ
た
。
新
た
な
砂
防

ダ
ム
建
設
の
た
め
、
道
路
を
造
る
な
ど
が
理
由
で

あ
る
。
５
集
落
が
廃
村
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
松

末
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
伊
藤
睦
人
前
会

長
の
声
も
か
き
消
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
砂
防
ダ
ム
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。
幾
重
に
も
河
川
の

流
れ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
遮
る
。
土
木
技
術
に
よ
っ

て
、
管
理
し
よ
う
と
す
る
無
謀
な
試
み
で
あ
る
。
何

が
目
的
だ
ろ
う
か
。
も
し
次
な
る
災
害
を
防
ぐ
と

言
う
な
ら
、
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
い
こ
と
は
、
現

場
を
見
れ
ば
だ
れ
し
も
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
ダ

ム
を
造
っ
て
い
る
真
横
か
ら
森
林
の
土
砂
が
崩
れ
、

巨
石
が
転
が
り
落
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
蛇
行
し
て
い

た
自
然
の
河
川

を
三
面
壁
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
直

線
に
す
る
人
間

の
ご
都
合
主
義

の
改
造
。

　
国
交
省
と
建

築
関
係
業
者
の

癒
着
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
。
降

雨
量
が
多
け
れ
ば
、
下
流
区
域
に
鉄
砲
水
の
原
因

と
な
る
。
次
々
と
ダ
ム
を
造
っ
て
も
、
２
、３
年
で

ダ
ム
は
土
砂
が
堆
積
す
る
宿
命
に
な
っ
て
、
機
能

し
な
く
な
る
。
す
る
と
、
そ
の
上
に
ま
た
、
新
し

い
砂
防
ダ
ム
を
造
る
。
そ
う
や
っ
て
山
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
砂
防
ダ
ム
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
自
然
の
摂
理
を
破
壊
し
、
山
の
保
水
力
を
考
え

ず
、土
木
工
学
は
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
「
田
・

山
・
湾
」
を
損
な
っ
て
い
る
。
現
代
人
の
技
術
過

信
は
安
心
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
自
分
た
ち
の

首
を
し
め
て
い
る
。
人
間
は
自
然
の
前
に
最
謙
遜

に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
26
次
球
磨
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
２
年
1
月
代

事
務
局
長　

本
田
寿
久

2022 年 4 月 18 日撮影
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⑵ 

二
次
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ａ
． 二
次
災
害

最
初
に
起
こ
っ
た
災
害
に
引
き
続
い
て
、そ
れ
か
ら
派

生
す
る
別
の
災
害
が
あ
り
ま
す
６

。阪
神・淡
路
大
震
災
で

も
地
震
後
、火
災
が
発
生
し
、６
４
３
５
人
の
内
、火
災
死

者
は
５
９
９
人
に
及
び
ま
し
た
７

。避
難
所
で
持
病
が
悪

化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
い
た
め

体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。被
害
に 

遭
っ
た
人
を

救
助
す
る
た
め
に
向
か
っ
た
消
防
士
、警
察
官
、自
衛
隊

員
も
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
向
か
う
場
面
は
基
本
的
に
、避
難
者
が
お
ら
れ

る
安
全
な
場
所
で
す
。つ
ま
り
最
前
線
の
危
険
な
地
帯
に

向
か
う
こ
と
よ
り
、避
難
、救
助
さ
れ
た
安
全
地
帯
で
活

動
し
ま
す
。

現
場
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
す
ぎ
て
、救
出
に
邪
魔
と

考
え
る
人
は
被
災
現
場
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。山
あ
い

の
滑
落
、土
石
流
の
決
壊
、道
路
の
寸
断
な
ど
の
危
険
地

帯
に
は
だ
れ
も
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。他
の
地
域
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
近
寄
れ
ま
せ
ん
。地
元
の
精
通
し

た
人
た
ち
し
か
、け
も
の
道
な
ど
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

二
次
災
害
を
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
不

明
家
族
を
捜
索
す
る
の
は
、地
元
の
消
防
団
な
ど
で
す
。

逃
げ
遅
れ
た
生
存
者
を
見
い
だ
し
、救
出
で
き
る
の
は
地

元
の
地
理
に
精
通
し
て
い
る
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。い
き

な
り
自
衛
隊
が
投
入
さ
れ
て
も
、発
見
で
き
な
い
も
の
で

す
。6
年
経
っ
た
今
で
も
、東
日
本
大
震
災
の
行
方
不
明

者
は
捜
索
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ｂ
．食
中
毒

二
次
災
害
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、「
食
中
毒
」を
予
防
し

て
炊
き
出
し
を
さ
せ
な
い
発
想
は
あ
ま
り
に
も
近
視
眼

的
で
す
。炊
き
出
し
の
た
め
に
サ
ル
モ
ネ
ラ・腸
炎
ビ
ブ
リ

オ・病
原
性
大
腸
菌
な
ど
に
か
か
る
と
い
う
の
は
宝
く
じ
で

一
等
賞
に
当
た
る
確
率
と
同
じ
で
す
。火
を
通
し
て
炊
き

出
し
を
し
ま
す
。つ
ま
り
、生
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
す

か
ら
、食
中
毒
に
か

か
り
ま
せ
ん
。基
本

的
に
、学
校
の
文
化

祭
な
ど
で
、生
徒
た

ち
が
焼
き
そ
ば
な
ど

提
供
す
る
際
、保
健

所
の
許
可
を
得
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、炊

き
出
し
も
許
可
を

得
て
す
る
ぐ
ら
い
の

マ
ナ
ー
は
徹
底
し
て

い
ま
す
。熊
本・大
分

地
震
か
ら
1
年
経
っ

た
7
月
26
日
、熊
本
県
全
域
に
食
中
毒
注
意
報
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
８

。炊
き
出
し
と
は
無
縁
で
す
。猛
暑
の
影
響

で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
季
節
に
関
係
な

く
、生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で
す
。あ
さ
り
、牡か

き蠣
、海
苔

に
被
害
が
及
び
、日
本
各
地
で
昨
年
末
か
ら
出
荷
停
止
に

な
り
ま
し
た
９

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、人

間
そ
の
も
の
の
エ
ゴ
が
も
た
ら
し
た
災
厄
で
す
。食
中
毒

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
炊
き
出
し
禁

止
は
、被
災
者
の
生
き
る
喜
び
な
ど
に
セ
ン
サ
ー
が
働
い
て

い
な
い
証
明
で
す
。

ｃ
．被
災
地
の
犯
罪

次
に
、「
盗
難
」に
つ
い
て
被
災
地
で
は
厳
重
な
警
戒
を

し
ま
す
。全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
よ
そ
者
が
押
し

寄
せ
る
か
ら
安
全
に
つい
て
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
ま
こ
と
し

や
か
な
思
い
込
み
が
あ
り
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
類
持
ち

出
し
、銀
行
や
会
社
の
金
庫
、豪
邸
の
扉
な
ど
は
重
機（
ユ

ン
ボ
）が
な
け
れ
ば
打
ち
破
り
、搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
で
幹
線
道
路
が
通
行
不
能
な
の
に
重
機
に
乗
っ
て

他
府
県
か
ら
や
って
く
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。地
元
の
人

た
ち
し
か
知
り
え
な
い
情
報
が
盗
難
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。宮
城
県
石
巻
市
渡
波
で

も
、２
０
１
１
年
3
月
に
訪
問
し
た
時
、金
融
関
係
の
被
害

は
、他
の
地
域
か
ら
で
は
な
い
こ
と
を
西
光
寺
の
樋
口
伸
生

（
無
量
寿
庵
住
職
）副
住
職
か
ら
耳
に
し
ま
し
た
10

。ち
な

み
に
東
北
自
動
車
道
な
ど
は
当
時
、緊
急
車
両
し
か
通
行

が
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。神
戸
国
際
支
縁
機
構
は

兵
庫
県
警
察
署
か
ら
許
可
書
を
得
て
、目
立
つ
よ
う
に
車

輌
に
貼
っ
て
い
ま
し
た
。一般
道
に
し
て
も
土
砂
を
か
ぶ
り
、

通
行
不
能
で
し
た
。

ま
ち
が
っ
た
常
識
と
し
て
、“
秩
序
正
し
く
配
給
を
受

け
取
る
被
災
者
”な
ど
、マ
ス
コ
ミ
が
作
り
上
げ
た
神
話
は

独
り
歩
き
し
て
い
ま
す
。奇
妙
な
こ
と
に
、日
本
人
は
被
災

地
で
暴
動
が
起
き
な
い
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
思
っ
て
い
ま

す
。海
外
へ
行
き
ま
す
と
、“
日
本
人
は
モ
ラ
ル
が
高
い
で
す

ね
”、と
言
わ
れ
る
と
筆
者
は
複
雑
な
心
境
に
な
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。日
本
の
被
災
現
場
に
何
度
も
足
を
踏
み
入

れ
、メ
デ
ィ
ア
の
ウ
ソ
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、本
音
と
建

て
前
の
日
本
人
の
短
所
に
つ
い
て
、顔
が
赤
ら
み
ま
す
。宮

城
県
石
巻
市
に
70
数
回
訪
問
し
て
い
て
確
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。盗
難
、レ
イ
プ
、破
壊
な
ど
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
絶
対
な
い
と
は
確
言
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
の
犯
罪
に
関
係
し
て
い
る

と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ

た
石
巻
市
魚
町
に
数
軒
の
全
壊
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
ま
で
、玄
関
付
近
に
津
波
で
変
色
し
た
硬
貨

な
ど
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。解
体
さ
れ
る
ま
で
、だ
れ
も

硬
貨
を
も
っ
て
い
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。神
戸
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
こ
こ
に
も
５
０
０
円
玉
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
ね
」、と
言
う
も
の
の
だ
れ
も
盗
っ
た
り
し
ま

せ
ん
で
し
た
。福
島
県
富
岡
町
で
も
、盗
難
に
入
ら
れ
る
の

は
近
隣
で
も
有
名
な
裕
福
な
家
だ
け
と
、地
元
の
吉
田
信

住
職
が
言
わ
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
そ
の
地
域
に
居
住
し
て

い
な
け
れ
ば
、金
目
の
も
の
を
だ
れ
が
隠
し
て
持
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。軒の

き

並な

み
に
盗
人
は
押
し
入
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
も
他
府
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
業

で
な
い
こ
と
も
明
瞭
で
す
。

次
号
に
続
く

6
　 「
二
次
災
害
」『
大
辞
林
』（
三
省
堂
編
修
所
第
三
版 

２
０
０
６
年
）。

7
　 

兵
庫
県
企
画
県
民
部
災
害
対
策
局
災
害
対
策
課「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
被
害
確
定
に
つ
い
て
」（
２
０
０
６
年
5
月
19
日
消
防
庁
確

定
）。

8
　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送 

7
月
26
日
。

9
　 “
生
活
排
水
な
ど
に
混
入
し
た
ウ
ィ
ル
ス
が
海
に
流
失
し
、カ
キ
に

蓄
積
し
た
可
能
性
が
あ
る
”『
読
売
新
聞
』（
２
０
１
６
年
12
月
22

日
付
）。“
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
る
よ
う

で
す
。各
地
で
餅
つ
き
大
会
が（
保
健
所
の
勧
め
で
）中
止
に
な
る
”

『
朝
日
新
聞
』（
２
０
１
６
年
12
月
28
日
付
）。

10
　 

拙
稿『
支
縁
』№
5（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 

２
０
１
３
年 

3
頁
）。

新
執
筆
者

阿
部
捷
一先
生
に
代
わ
っ
て
連

載「
む
か
し
む
か
し
」を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
阿
部
和
夫
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※ 

石
巻
は
世
界
に
つ
な
が
る
不
思
議
な
場
所
で
す
。支
倉

常
長
を
は
じ
め
、若
宮
丸
、フ
ラ
ン
ク
安
田
、ハ
ワ
イ
移
民

の
リ
ー
ダ
ー
牧
野
富
三
郎
等
が
居
ま
す
。

阿
部
和
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
８
年
石
巻
市
生
ま
れ
。東
北
大
学
卒
業
。歴
代

校
長
を
歴
任
。前
任
者
阿
部
捷
一先
生
と
同
じ
職
場
で
勤

務
。１
９
９
９
年
石
巻
市
教
育
長
。２
０
０
８
年
榎
本
武
揚

没
後
１
０
０
年
記
念
帆
船
あ
こ
が
れ
運
航
石
巻
実
行
委

員
長
、２
０
１
１
年
映
画「
宮
城
か
ら
の
報
告
～
子
ど
も・

学
校・地
域
」製
作
委
員
会
代
表
、２
０
１
３
年
石
巻
芸
術

文
化
振
興
財
団
理
事
長
。

執
筆
論
文
：『
仙
台
藩
に
お
け
る
品
替
御
百
姓
に
関
す

る一考
察
』（
１
９
６
９
年
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

宮
城

の
地
名
』（
共 

平
凡
社
１
９
８
７
年
）、『
石
巻
の
歴
史 

第

2
巻
、第
4
巻
』（
共 

石
巻
市
１
９
８
９
年
）、『
宝
暦
年
間

に
お
け
る
仙
台
藩
―
漁
村
の
様
相
～
牡
鹿
郡
網
地
浜
の

飢
饉
と
海
難
と
～
」（
２
０
０
０
年
）、『
目
で
見
る
石
巻・桃

生・牡
鹿
の
１
０
０
年
』（
共 

郷
土
出
版
社
２
０
０
０
年
発
）、

『
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
近
世
村
落
の
崩
壊
～
石
巻

市
雄
勝
地
区
の
場
合
～
』（
２
０
１
２
年
）な
ど
著
書
多
数
。

朝倉市寒
そ う ず

水 道が川となる　7月17日

弁護士法人
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
か
ら
22
年
、
様
々
な
災
害
現

場
で
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。総
点
検
し
、見
直
し
、改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

現
場
で
は
感
情
移
入

ａ
．規
則
ず
く
め

日
本
人
は
、一般
に
、
資
格
が
な
い

と
な
に
も
さ
せ
な
い
四
角
定
規
に
考

え
る
民
族
と
言
え
ま
す
。資
格
、
学

歴
、
能
力
は
最
前
線
の
現
場
で
は
無

用
で
す
１

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
全

体
の
制
度
を
決
め
、
運
営
に
貢
献
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。制
度
を
支

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
見
上
、目
立
た
な

い
よ
う
に
縁
の
下
の
力
持
ち
と
わ
き
ま
え
ま
す
２

。

た
と
え
ば
骨
折
し
て
い
る
重
症
の
人
が
い
れ
ば
、
す

ぐ
に
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。し
か
し
、
な
に
よ
り
も

大
切
な
事
は
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
で
す
。家
、
家

族
、財
産
を
失
っ
た
方
に
、新
築
の
家
、養
子
な
ど
の
新

し
い
家
族
、
配
偶
者
、
金
塊
な
ど
は
、
だ
れ
も
す
ぐ
さ

ま
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。一番
、緊
急
性
が
求
め

ら
れ
る
の
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
い
る
人
を
励
ま
す
言

葉
、
柔
和
な
微
笑
み
、
や
さ
し
い
声
で
す
。助
け
合
う

関
係
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、
隣
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ

そ
、
生
き
る
希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
。病
院
の
集
中
治

療
室
で
よ
し
ん
ば
手
術
が
成
功
し
て
も
、
身
寄
り
、
友

達
、
帰
る
家
が
な
け
れ
ば
孤
独
感
で
さ
い
な
ま
れ
、
失

望
か
ら
立
ち
直
れ
ま
せ
ん
。

「
救
出
」に
つ
い
て
、ル
ー
ル
よ
り
、い
の
ち
の
通
っ
た
関

係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。た
と
え
ば
、
救
急
車
は
現
場

に
直
行
す
る
際
、
高
速
道
路
で
も
ス
ピ
ー
ド
制
限
を

守
り
ま
せ
ん
。「
い
の
ち
」を
優
先
す
る
か
ら
で
す
。

ｂ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制

被
災
地
に
行
き
ま
す
と
、ボ
ラ
セ
ン（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

セ
ン
タ
ー
）、
社
協（
社
会
福
祉
協
議
会
）、
危
機
管
理

課
が
細
か
い
規
則
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
押
さ
え
込
む

傾
向
が
強
い
で
す
。次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
者
が

増
え
て
き
ま
す
と
、
管
理
で
き
な
く
な
り
、
２
０
１
４

年
8
月
16
日
の
丹
波
水
害
の
時
で
も
、
ま
だ
必
要
が

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
セ
ン
が
受
け
入
れ
を

断
り
ま
す
３

。せ
っ
か
く
、
遠
方
か
ら
時
間
、
体
力
、
交

通
費
を
用
い
て
や
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
い
返

す
の
で
す
。と
ぼ
と
ぼ
帰
途
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石
巻
、丹
波
、熊
本
の
現
場

で
お
出
合
い
し
ま
し
た
４

。そ
ん
な
志
が
あ
る
方
と
、
ご

一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
、後
期
高
齢

者
、備
え
を
所

有
し
て
い
な

く
て
も
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
、

現
場
で
は
大

い
に
貢
献
な

さ
い
ま
す
。土

砂
の
下
敷
き

に
な
り
骨
折
、

打
撲
、心
に
痛

み
の
あ
る
人

に
は
、ハン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
感
情
移
入
を
な
さ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
の
で
す
。有
能
な
人
よ
り
、は
る
か
に
功
を

奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
役
所
の
机
の
上
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。エ
リ
ー
ト
、効
率
、能
率
の
視
点
で
は
、ど
ん

底
の
被
災
者
の
気
持
ち
な
ど
咀そ

嚼し
ゃ
くで
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
の
対
応
は
、筋
書
通
り
に
解
決
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
。

新
米
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
、
避
難
所
の
窓
口
に
い
る

役
所
の
人
に
、
犠
牲
者
数
、
行
方
不
明
者
数
な
ど
、
質

問
し
ま
す
。現
場
に
足
を
運
ば
ず
、
窓
口
の
行
政
の
説

明
を
聞
い
て
、被
災
状
況
を
把
握
し
た
よ
う
に
勘
違
い

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
、
被

災
者
の
体
験
を
添
え
て
、記
事
の
体
裁
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。つ
ま
り
、
住
民
を
見
す
て
る
行
政
の
仕
打
ち
を

見
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。現
象
だ
け
で
、
物

事
の
真
実
を
洞
察
す
る
力
の
な
い
画
一
的
な
記
事
に
な

り
ま
す
。全
国
新
聞
に
し
て
も
活
字
離
れ
の
時
代
、交

通
費
、宿
泊
費
、取
材
実
費
も
削
ら
れ
、遠
隔
地
か
ら

の
即
席
の
記
事
に
終
始
し
ま
す
。共
同
通
信
に
右
へ
な

ら
え
の
見
出
し
、編
集
、画
像
で
す
。２
０
１
７
年
3
月

11
日
、東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
、視
聴
率
が
低
け

れ
ば
、も
は
や
テ
レ
ビ
局
も
復
旧
、復
興
、再
建
が
遅
々

と
し
て
い
る
被
災
地
報
道
番
組
に
つ
い
て
取
り
消
し
ま

す
。旬
が
過
ぎ
れ
ば
だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る

と
い
う
理
由
で
報
道
し
な
い
責
任
を
問
わ
な
い
の
は
悲

劇
の
序
章
で
す
。

ｃ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
役
所
の
棲す

み
分
け

通
例
、役
所
の
人
た
ち
は
、食
材
、電
気
系
統
、上
下

水
道
な
ど
の
復
旧
に
は
適
役
で
す
。一方
、避
難
所
、在

宅
被
災
者
、
現
場
で
、
被
災
者
と
直
接
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
は
る
か
に
ま

さ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、被
災
地
で
は
、活
動
の
棲

み
分
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
被
災
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
士
、
医

療
者
が
接
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。ボ
ラ
セ
ン
な
ど
役
所

は
、地
域
の
連
絡
、情
報
の
伝
達
、分
配
に
専
念
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
補
佐
す
る
よ
う
な
構
図
に
シ
フ
ト
す
べ

き
で
す
。活
動
の
棲
み
分
け
に
よ
り
、
被
災
者
の
う
め

き
、悲
し
み
、怒
り
を
共
有
し
、有
機
的
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
、
鬼き

ぬ怒
川が

わ

水
害
の
際
、
日
光
市
の
役
所

の
方
た
ち
は
他
の
被
災
地
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
命
ず
る
構
図
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

５

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
被
災
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
地

図
や
、行
き
先
、必
要
人
数
を
一緒
に
相
談
し
、ど
う
す

べ
き
か
協
議
し
て一
番
い
い
方
法
を
委
ね
る
低
姿
勢
な

態
度
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。上
意
下
達
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
難
局
の
解
決
を
委
ね
る
空
気
が
あ
り

ま
し
た
。調
整
役
に
徹
底
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
迅
速
な
行
動
で
現
場
に
急
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。つ
ま
り
役
所
は
、
被
災
現
場
の
住
民
の

苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
、
何
が
必
要
か
心
得
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。「
オ
レ
た
ち
が
何
も
か
も
司

つ
か
さ
どる
」、「
仕

切
る
」、「
命
令
す
る
」、
と
い
う
空
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。心
あ
る
行
政
は
、
被
災
者
を
決
し
て
、「
忘
れ

ら
れ
た
」存
在
に
し
な
い
も
の
で
す
。安
心
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
作
業
終
了
後
、「
後
ろ
姿
で
に
っ
こ
り
」
の

感
謝
の
心
で
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
　
拙
稿『
支
縁
』№
11（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 
２
０
１
５
年 

3
頁
）。

2
　
同
№
10（
同 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

3
　
丹
波
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　http://kisokobe.sub.jp/article/6030/

4
　
第
2
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/25/

5
　
第
56
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/8066/

九州北部豪雨
会長　岩村 義雄

福岡県朝倉市杷
は き

木松
 ますえ

末正
まさのぶ

信　2017年7月7日

東京都墨田区緑３丁目8番12号

ミヨシ共栄株式会社

　
４
月
５
日
、
東
北
朝
鮮
初
中
級
学
校
入
学
式
。
10

時
か
ら
式
典
。
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
で
全
校
生
11

名
は
緊
張
と
喜
び
に
包
ま
れ
て
い
る
。
玄 

唯
哲
校

長
先
生
た
ち
も
父
兄
た
ち
を
迎
え
る
準
備
で
大
わ
ら

わ
で
あ
っ
た
。

　
伊
豆
大
島
の
冠
雪
が
見
え
る
。
手
が
凍
傷
す
る
の
で

は
と
思
う
凍
て
つ
く
寒
さ
に
、
漁
師
は
素
手
で
弥
生
丸

を
操
縦
す
る
。
神
戸

国
際
支
縁
機
構
の
ロ

ゴ
は
押
送
船（
お
し
ょ

く
り
ぶ
ね
）
な
の
で
、

神
戸
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
感
激
。
沖

浦
宏
隆
さ
ん
は
早
朝

6
時
前
か
ら
、
神
戸

か
ら
の
私
た
ち
を
乗

せ
て
、
25
ノ
ッ
ト
の

速
度
が
出
る
。
布め

良ら

沖
の
荒
波
を
櫓ろ

で
漕
ぐ
漁
師
た
ち

の
苦
労
が
漁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
わ
か
る
。

　
１
９
８
６
年
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
務
め
て
い
た
鈴
木
馨

さ
ん
（
か
お
る 
90
歳
）
が
現
役
時
代
に
１
時
間
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
携
わ
っ
た
。
日
本
で

初
め
て
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
言
葉
が
茶
の
間

に
行
き
渡
っ
た
。「
か

に
た
婦
人
の
村
」（
千

葉
県
館
山
市
）
に
身

を
寄
せ
て
い
た
ペ
ン

ネ
ー
ム
城
田
す
ず
子

さ
ん
が
言
っ
た
。「
男

性
が
死
ね
ば
神
と
し

て
靖
国
神
社
に
ま
つ

ら
れ
た
が
、
慰
安
婦

は
利
用
す
る
だ
け
利
用
し
死
体
に
な
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
捨
て
ら
れ
た
」、
と
。

�

（『
房
日
新
聞
』
２
０
０
１
年
８
月
４
日
付
）。

　「
阪
神
宗
教
者
の
会
」（
世
話
人
代
表
岩

村
義
雄
）
は
、
本
紙
で
、「
神
戸
国
際
支
縁

機
構
の
理
事
の
一
人
で
あ
る
島
薗
氏
に
は
、

１
年
に
一
度
、『
死
』
に
つ
い
て
語
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

第
１
２
９
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
２
年
1
月

代
表　

村
上
裕
隆

千葉県布良沖　2022 年 2 月 7 日

東北朝鮮初中級学校入学式直前に。
2022 年 4 月 5 日

鈴木馨氏のご自宅で　2022 年 4 月 4 日

オモニ会からの支縁物資の感謝状
2022 年 3 月 11 日

第
27
次
千
葉
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

園児たちと 2 回目の「復幸米」
田植えに備えて田起（たおこし）。

孤立社会で求められる「ケア」の回復　宗教学者の島薗進氏が講演
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救援金、維持会費ご協力を感謝します。
（敬称略）

2022年１月16日～2022年４月16日
佐々木美和，岩村義雄，神戸国際キリスト教会，大島健二郎 (3)，ルア教会 ( 沖縄
バプテスト連盟 )，「小さくされた人々」講座，守屋香代子，小笠原貞夫，ブイ・
ティ・オアン ( 神戸ベトナム人会会長 )，西上千栄子 (3)，沖浦宏隆 ( 千葉県布良 )(4)，
本田すみ代，乾 祐子，平井一嘉，嶋田博信 & 礼子 ( 千葉県布良 )(2)，有田貞一 &
美榮子 (3)，小島崇文，阿部和夫 & 斉子 ( 宮城県石巻市 )(2)，土手ゆき子，土手 朋，
大河戸章代，藤丸秀浄 ( 法専寺住職 )(2)，宮坂信章 (2)，㈱鳥飼酒造，高橋ひでの
り，白瀬悦子，鄭 恵姫，芦名定道，左成和朗，春重祺子，新地和恵，岡部和香，
愛沢伸雄 ( 千葉県館山市 )，高橋宏和 (2），湯川胃腸病院 , 湯川ひろみ，ビンヨミ
ン・エデリー ( ユダヤ教主席ラビ )，川井浩三 , 川井 拓，福母八幡宮 ( 佐賀県大町
町 )，吉持志保，的野慶子，永野由美子，アシュラムセンター，ミヨシ共栄株式会社，
吉田 隆，兵頭晴喜，井上浩義 ( 正願寺住職 )，上原真理子，山本美和子，小林万里子，
大阪ハリストス正教会婦人会，鴇田三郎，山崎製パン株式会社，日本基督教団鷹
取教会有志，岡田小百合，村田義人，山本雅規，神戸聖福教会，李敬淑，合同会
社 Bless 泉 眞姫，東原良学 (3)，祐照寺 ( 古川真照住職 )，ミヨシ石鹸株式会社，
鳥飼トモ子 (2)，庄司慈明 ( 宮城県石巻 )，玉の肌石鹸株式会社，さかいようこ，
伊藤直樹 , 伊藤ヨシ子 ( 茨城県日光市 )，姫田光義，辻 良雄 (3)，千葉幸一 ( 宮城
県石巻市 )(2)，池永タケコ (2)，禰津省一，保田茂，日本キリスト教団芦屋三条
教会，中山圭子，ミヨシ油脂，柳澤 豊，萩本義郎 ( 県立いえしま自然体験センター )，
村上安世，藤原光代，日野 謙一，宝塚栄光教会 , 岩間 洋 , 岩間千恵子，櫻井由里
子，南原紀美子，相浦恵子，今村佳代子 ( 佐賀県大町町 )，三木晴雄，今井祝雄，
金澤和夫，苅部眞砂子，福地弥寿子，有田貞一 & 美榮子 (3)，矢野寛子，イエス・
キリスト聖成伝道教会 , 山本 稔，石川博一，岡本毅一，白方誠彌 (2)，岩本眞子 ( 福
岡県寒水 )，石川久子，太田妙子，野田健二 (3)，世界宗教者平和会議 (WCRP 日
本委員会 )，吉俣正光，黒川冨秋，廣瀬素子 (2)，永野真治，小島芙美子，「安房
文化遺産フォーラム」，ホームチャペル・キリストの花嫁，匿名� 518,586 円

支縁物資の提供者　敬称略
コープこうべ　アルファ米，神戸市社会福祉協議会，フードバンク関西，「耕支縁」，
小谷福哲&由喜枝(千葉県布良)から落花生，丹野恵子(宮城県石巻市)から板のり，
わかめ，沖浦宏隆からひじき，平塚淳子 ( 宮城県渡波 ) からピリ辛ツナ，大谷洋
子から古切手，新切手 (3,286 円分 )，西上千栄子からチョコレート，大河戸章代
からアイロン，鳥越肖男から入浴券，ボールペン，松本ルカから切手 (2,350 円 )，
小谷登志江 ( 千葉県布良 ) から飲物，馬部鮮魚店から鯛の粗，梶原ミドリ ( 福岡
県松末 ) から白菜，梅干し，梶原ミスミ ( 福岡県松末 ) からしいたけ，山内満千子 ( 熊
本県相良 ) から飲物，丸目寧から農具，「釜田醸造所」釜田顕からせんべい。熊谷
( くまがえ ) 美春 ( 福岡県松末 ) から唐箕。安美雨からラーメン。

本田哲郎セミナー
　毎月第3金曜日午前 10 時～
　勤労会館4階

岩村義雄セミナー
　毎月最終月曜日午後6時半～
　ミント神戸 17 階

（一社）神戸国際支縁機構

•ボランティアや移住者募集中
農林漁、および在宅被災者戸別訪問にご協力くださ
い。医療関係者歓迎します。
•被災地への支縁物資もお願いします。
•年会費をお願いします。（月に 200円）
会員（年度4月～翌3月）の皆さまには、季刊誌などをお

•海外の孤児のために支縁金お願いします。
送りします。 

海外の災害緊急募金には必ず『国名』を書き添えてください。

趣旨に賛同してくださる方は、何口でも結構ですので、ご協力をお願いします。
本会員は、 一口2,400円/１年　　賛助会員は、 一口5,000円/１年

462（三宮支店） 普通 3169863 
神戸国際支縁機構　岩村義雄

口座　00900-8-58077
加入者名　一般社団法人 神戸国際支縁機構

郵便振替 

三菱ＵＦＪ銀行

編集後記
　第 42 次東北ボランティア、2014 年には丹波水害、街頭募金など
の東北ボランティア，九州の球磨川ボランティアにも参加した。動
機は神戸国際支縁機構には分け隔てがない。私は，病院にしばらく
入院するように先週医師に言われた。若い時から，統合失調症の薬
は欠かせない。精神障がい者は日本社会では身の置き所がない。コ
ロナ禍だから，もしトリアージで判断されるとするなら，障がい者
だから，治療などはない。高熱が出たなら，命の保証はない。面会
もしてもらえないコロナの時代，現在，身寄りのない私は，岩村牧
師や機構のメンバーたちと一緒にいる時が一番安心できる。憩いの
場である。また被災地の人たちと世間話をしたり，お茶をすする時，
路上生活者の参加者といる時だけが，生きている実感がある。兵庫

県伊丹市で 1956 年生
まれ，かつて北海道大
学で学んだ。本を 3 冊
発行したが，読んでも
らうまで信じてもらえ
ない。やはり差別があ
る。いやな世の中だ。
だから何度でも，どこ
までもこの道に付いて
いくのでよろしくお願
いします。
� 事務局　辻　良雄

前列中央　佐野良子 (「カヨ子基金」里親 )
前列右側　辻 良雄

完全原稿は、http://kisokobe.com/kicc/argument/。『中外日報』(2022 年 3 月 23 日付 )

　おはようございます。昨日はありがとうござ
いました。
岩村さんのお話はテンポがとてもいい加減で（い
い加減ではないですよ。いい、加減）
聞きやすかったです。
お声もよく通り。
でも内容は本当にガツンときました
共感いたしました。
新潟の山古志に震災後 10 ねんしてからボラン
ティアに行きました。家は潰れて 2 階が一階ま
で来ていたり川の流れが変わっていたりで傷跡
がたくさんありました。
人々の心の傷もまだ癒えてなくて怖かったって。
でもみんな田んぼも畑も出来るのです。
原発さえなければなんとか生活を元に戻れる。
世界中から恐ろしい物体をなくすようにしてい
かないと。
ここには書ききれないほど、心に沁みるお話を、
ありがとうございました。よかったですむので
なくて私も微力ながら悲しむ人が出ないように
頑張って行きますね。

参加者の声　安西玲子
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